
叙階５０年記念にあたって [ １９６６年～２０１６年 ]

フランシスコ・ザベリオ　日野 武満　神父

５月１日復活節第６主日に、梅村司教様司式で５０年の記念ミサが挙げら
れます。宣教司牧した各教会からも大勢の方が参加される予定ですので、皆
様と慶びと感謝を分かち合いたいです。

２０１３年にフランシスコ教皇様が選ばれ、２０１４年に私は中和田教会
に教会管理者として赴任しました。

１９６７年私の叙階の１年後に、横浜教区に一粒会が正式に発足しました
が、カナダのアマリエ・ジョンダさんが、恩人として私の神学校生活を支え
てくださいました。

神学校院長様から、「あなたの司祭生活の間、１年に１度ミサの意向を捧
げるように」と言われ、カリスとパテナをいただきました。紫水晶がはめこ
んであり、厚い金張りのうらに【アマリエ・ジョンダ】と刻印されています。
カナダの恩人の会は現在消滅とのことで、家族との連絡もとれなくなりまし
たが、１１月には必ず意向を捧げて５０年を迎えました。　　　神に感謝！

教
会
ご
よ
み
（
五
月
）

2016年 5月
広 報 　なかわだ

中和田カトリック教会
広報委員会

第４３３号
泉区中田北 1 丁目 9-1   Tel. （045） 803-6141

http: / /nakawada-cathol ic.com2016 年 5 月 1日

－ 1 －

曜 典　礼（ミ　サ） 備　　　　考 そ　の　他

　１ 日 主日ミサ (10:00) 復活節第６主日 [ 金祝ミサ ] 金祝パーティー (12:00)

　６ 金 初金ミサ (9:30)

　８ 日 主日ミサ (9:00) 主の昇天 [ 祭 ] 教会委員会

１１ 水 聖書の会 (10:00)　　　　　　

１４ 土 祝日ミサ (9:30) 聖マチア使徒 [ 祝 ]

１５ 日 主日ミサ (9:00) 聖霊降臨の主日 [ 祭 ] 庭掃除

１８ 水 聖書の会 (10:00)

２０ 金 週日ミサ (9:30)

２２ 日 主日ミサ (9:00) 三位一体の主日 [ 祭 ] 子どもミサ ミニコンサート

２５ 水 聖書の会 (10:00)

２７ 金 週日ミサ (9:30)

２９ 日 主日ミサ (9:00) キリストの聖体 [ 祭 ]

アマリエ・ジョンダさんが日野神

父様の司祭叙階記念でプレゼント

したカリス



－ ２ －

～ 中和田の風 ～

感性を豊かに養う

２０１６年４月２９日　司祭叙階５０周年を迎えられた日野武満神父様（８３歳）にお話を伺いました。

▲受洗のきっかけをお聞かせください。

⇒戦後１９４９年１６歳の時、ザビエルの聖腕が東京に来たのを見て不思議なことだと思いました。その直
後から近所にあった聖アンセルモ教会に通うようになり、ドイツ人の神父や、大勢の青年たちとの交流を通
してイグナチオ教会で受洗しました。当時電気会社に就職していましたが、仕事の展望が見えず、大学に入
り直して出来ることなら神学を学びたいと思うようになりました。父から援助を得ることができませんでし
たので、アルバイトをしながら予備校に通い２年後に上智大学・文学部哲学科に入学できました。これで一
生この道を歩むようになるだろうと覚悟しました。今から考えればこの時が召し出しだったのでしょう。

▲子供たちにモンテッソーリメソッドによる要理を教えていらっしゃいます。その特徴を教えてください。

⇒医師であったマリア・モンテッソーリは、はじめに知的障害の子供のために開発した教材を使用する教育
法（感覚方法論）を確立させました。その方法を一般の幼児教育にも応用できるように発展させたのがモン
テッソーリメソッドです。また直弟子にあたるソフィア・カバレッティはモンテッソーリメソッドを新旧約
聖書を題材として宗教学に取り入れました。

　司祭叙階から４年後に大津教会で幼稚園の園長を任されて以来１０年以上幼児教育に携わった経験を生
かし１９８４年から２年間研修休暇を頂いてローマ教区立の幼児教育宗教科で勉強しました。

その特徴は聖書を読み、模型、絵カード、塗り絵などを使用し、見る、触れる、塗るなどの体験を通して最
後の晩餐、復活の墓、典礼の色、祭服、祭壇などの意味を知り、畏敬の念を持たせ理解を深めさせる宗教的
養成です。

1987 年東京教区で発行された「子供の宗教教育について」に１年間詳細を投稿しました。中でも重要なの
はイエス様の例え話の勉強です。特にヨハネ１０章の『良い牧者』では模型教材として、良い牧者、雇われ
た牧者、羊、狼、柵などを使用し、子供たちに例え話を再現さ
せることによって、イエス様そのものである良い牧者が命をか
けて羊たちを守り導く姿に気づかせます。

　イエス様の時代、いつ、どこで、どのように歴史の出来事が
起こったのか当時の地図を描かせ考えさせるという体験を通
し、それらの出来事が聖書と典礼によって今でも伝えられ、日々
の生活の中で関わりを持っているということを印象づけること
ができます。３才から１２才で堅信の秘跡を受けるまで、年齢
と発達に応じてしっかりと準備された教材があることは一層効
果をもたらすことと思います。お母さんも一緒にどうぞ。

▲聖書の中でも特に旧約聖書の創世記は現代の常識からかけ離

れていますが、子供にはどう伝えるのですか？

⇒人間は無から有を作ることはできません。暗黒物質を探索し
ている現代でもこの質問に答えることができません。私たちは
その答えを聖書で見つけることができるのです。「神は天と地を
創造され、彼はそれを満たしていました」人のためにすべての
ものが準備されていたので人にはどんな不足もありません。神
の人間への愛の大きさに気づかせることが大切だと思います。

「モンテッソーリ宗教教育」



三 浦 海 岸 教 会 訪 問

－ 3 －

 ４月２日（土）本年度のバザー実行委員会の予備会

議が開かれました。昨年度の実行委員長である小野和

江さんより、主な議題として「実行委員長の選出」と「ミ

ニバザーの開催」が提示され、話し合われました。

役員については、全員の意志や個人的事情が示され

た後、投票とくじで決まりました。実行委員長に岩渕

洋子さん、副実行委員長に中島喜美子さんが選出され

ました。

ミニバザーは、６月１９日（日）のミサ後に実施す

ることとなりました。親睦、福祉に加え、教会建設資

金の一助にすることも目的にし、今後目的に沿った方

法を話し合っていくこととしました。

４月２４日（日）の第１回バザー委員会で、昨年度

の反省を踏まえながら、ミニバザーの開催内容の検討

をし、各担当責任者を決定する予定です。

皆様の暖かいご支援・御協力を宜しくお願い致しま

す。 

          （滝川 清一）

４月４日（月）みんなの会１８人でカトリック三浦海岸教会

を訪問しました。朝は雨模様で心配しましたが教会に着き、色

とりどりの花々に飾られた花壇と小林神父様、数名の信徒の方

に温かく迎えて頂いたときはほっと致しました。１１時から祭

日ミサを挙げて頂いた後、神父様を囲んで和やかなお茶のひと

時を過ごさせて頂きました。小林神父様はお変わりなくお元気

で、みんなの会一同再会の喜びを分かち合いました。

教会の前で記念写真を撮りおいとました後は、駅近くの和

定食のお店でゆっくり昼食を取り帰路に着きました。電車の車

窓から散り始めた桜、菜の花、海などを眺め、普段あまりお話

する機会がなかった方同士で交流を持つことができた旅となっ

たのではないでしょうか。小林神父様、三浦海岸教会の皆様ありがとうございました。（みんなの会　今井）

バ ザ ー 実 行 委 員 会 よ り ミ ニ コ ン サ ー ト 開 催 の お 知 ら せ

「イエスと出会った五十嵐さん」　～戸塚教会の講演会～

前科３犯、延べ２０年を刑務所で過ごし、そこでの日々の中で聖書を通してイエス・キリストと出会い、森一

弘司教様などのご指導で回心を果たし、出所後に自らの体験を踏まえて、再犯のない社会の実現を願ってＮＰＯ

法人を設立して活動しておられる五十嵐浩志氏を迎えた講演会が戸塚教会の信徒グループによって企画され、ご

赴任後初のミサとなるウルバン神父様司式の４月１７日の主日ミサに引き続き開催されました。

犯罪者としての自分と恐れずに向き合い、神様に向かって心を開くことによって、多くの信仰の先輩方と出会い、

支援して下さる多くの友にも恵まれて歩んでおられる五十嵐さんのこれまでの体験を、再犯者が５０％を超える

現状のいま、たいへん貴重なものとしてお聴きしました。

現在の五十嵐さんの活動は、出所者の働き場としての「マリアコーヒー」の販売事業、収監中の方とボランティ

ア間の文通の促進、出所者の受け入れ支援の活動などがあります。　　

私も今井さんと共に文通ボランティアとして活動に参加しています。関心のある方、ご一緒にいかがでしょう

か？文通を求めている受刑者の方が沢山おられます。文通を通して、人間回復のきっかけになってくださること

を願いつつ、小さくてもキリストの愛を伝えていければと思っています。	 	 	 	 （岩﨑 好愛）



＜
4
月
10
日
（
日
）
13
名
出
席 ＞

■
日
野
神
父
様
の
お
話

・
季
節
の
始
ま
り
で
、
新
し
い
色
々
な
こ
と

が
始
ま
り
ま
す
。
若
い
人
や
子
ど
も
達

が
教
会
に
足
が
む
く
よ
う
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
報
告

●
金
祝
準
備
委
員
会
（
井
上
）

・
金
祝
パ
ー
テ
ィ
ー
会
場
が
農
協
４
Ｆ
に
決

ま
っ
た
。

・
招
待
客
の
返
事
が
70
名
程
集
ま
っ
た
の

で
、
こ
れ
を
も
と
に
会
場
や
式
次
第
な

ど
を
準
備
し
て
い
る
。

●
み
ん
な
の
会
（
今
井
）

・
４
月
は
都
合
に
よ
り
休
会
と
す
る
。

・
５
月
は
４
週
目
の
22
日
（
日
）
に
「
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
実
施
す
る
。
バ
イ
オ

リ
ン
、
オ
ル
ガ
ン
、
ギ
タ
ー
に
よ
る
親

し
み
の
あ
る
曲
目
を
演
奏
し
て
い
た
だ

く
予
定
。

●
行
事
（
小
山(

利)

）

・
３
月
27
日
の
ご
復
活
祭
の
お
祝
い
は
、
サ

ロ
ン
形
式
で
行
っ
た
。
卵
の
数
を
半
分

に
減
ら
し
た
が
、
不
足
気
味
の
よ
う
だ
っ

た
。
来
年
に
向
け
て
コ
ー
ヒ
ー
メ
ー
カ
ー

や
会
場
設
営
の
検
討
を
す
る
。

●
総
務
（
小
山(

恭)

）

・
５
月
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
確
認
。

●
広
報
（
武
田
）

・
原
稿
依
頼
（
４
月
20
日
（
水
）
締
切
）

●
建
物
を
考
え
る
会
・
営
繕
（
五
十
嵐
）

・
５
月
15
日
（
日
）
に
植
木
の
剪
定
と
庭
掃

除
を
予
定
し
て
い
る
。（
雨
天
時
・
５
月

29
日
）

・
告
解
室
の
音
漏
れ
の
防
止
策
を
考
え
て
い

る
。

●
福
祉
（
阿
部
）

・
愛
の
献
金
を
カ
リ
タ
ス
ジ
ャ
パ
ン
へ
送

る
。

・
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
た
め
に
、
わ
か
め
、

み
そ
、
油
、
お
米
を
送
っ
た
。

●
要
理
（
森
脇
）

・
皆
様
の
ご
協
力
で
４
人
の
子
ど
も
達
が
、

無
事
に
初
聖
体
を
迎
え
ら
れ
た
。

●
宣
教
（
岩
﨑
・
井
上
）

・
第
５
地
区
湘
南
キ
リ
ス
ト
教
セ
ミ
ナ
ー

は
、
11
月
19
日
（
土
）
に
戸
塚
教
会
で

行
う
予
定
。
講
師
は
検
討
中
。

・
今
年
の
第
５
地
区
の
子
ど
も
達
の
活
動

は
、
５
月
15
日
の
二
宮
の
吾
妻
山
公
園

の
遠
足
と
８
月
の
キ
ャ
ン
プ
と
合
同
ク

リ
ス
マ
ス
会
を
大
船
教
会
で
行
う
予
定
。

・
３
月
21
日
に
末
吉
町
教
会
の
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
に
参
加
し
た
。

・
泉
区
民
ク
リ
ス
マ
ス
の
実
行
委
員
会
は
、

６
月
24
日
に
第
１
回
の
打
合
わ
せ
を
行

う
予
定
。

●
財
務
（
甲
斐
）

・
３
月
の
一
般
会
計
、
建
設
会
計
、
愛
の
献

金
会
計
報
告
が
さ
れ
た
。

・
一
般
会
計
の
中
か
ら
、
２
０
０
万
円
を
建

設
会
計
に
移
し
た
。

●
典
礼
（
小
野
）

・
４
月
～
６
月
の
典
礼
予
定
の
確
認
。

・
受
難
の
主
日
～
復
活
の
主
日
の
振
り
返
り

を
し
た
。
主
日
ミ
サ
に
与
る
信
徒
に
は
、

ろ
う
そ
く
を
持
ち
帰
ら
な
い
よ
う
に
お

願
い
す
る
。
信
仰
宣
言
で
ろ
う
そ
く
を

使
用
し
た
い
。

・
６
月
19
日
に
、
戸
塚
教
会
で
合
同
堅
信

式
が
行
わ
れ
る
予
定
。
当
教
会
か
ら
は
、

マ
ナ
リ
リ
さ
ん
が
参
加
予
定
。

・
第
６
期
共
同
体
奉
仕
者
養
成
コ
ー
ス
が
７

月
か
ら
始
ま
る
。
積
極
的
な
参
加
を
呼

び
掛
け
て
い
き
た
い
。

・
ミ
サ
中
に
体
調
が
悪
く
な
っ
た
方
の
為

に
、
ソ
フ
ァ
ー
ベ
ッ
ド
な
ど
が
必
要
で

は
な
い
か
。

⇓ 

建
物
を
考
え
る
会
、
総
務
、
財
務
で
検

討
す
る
。

■
そ
の
他
報
告
事
項

・
３
月
度
月
修
資
料
が
配
布
さ
れ
た
。

・
教
会
現
勢
報
告
の
資
料
が
配
布
さ
れ
た
。

■
討
議
事
項

・
２
０
１
６
年
度
自
衛
消
防
隊
と
教
区
災

害
時
連
絡
員
登
録
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
了
承
さ
れ
た
。

・
建
物
再
建
に
関
す
る
教
区
建
設
委
員
会
か

ら
の
回
答
と
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
資

料
を
基
に
報
告
さ
れ
た
。（
抜
粋
）

<

教
区
建
設
委
員
会
で
の
審
議
結
果>

① 

立
地
条
件
等
か
ら
宣
教
拠
点
と
し
て
の

価
値
を
認
め
、
建
替
え
が
妥
当
で
あ
る

と
判
断
す
る
。

② 

資
金
計
画
に
つ
い
て
は
、
中
和
田
教
会

か
ら
の
回
答
内
容
を
検
討
し
た
結
果
、
特

例
的
に
建
設
計
画
開
始
を
承
認
し
、
司

教
顧
問
会
に
上
申
す
る
。

<

司
教
顧
問
会
で
の
審
議
結
果>

① 

近
い
将
来
、
中
和
田
教
会
に
常
住
す
る

司
祭
が
派
遣
で
き
な
い
可
能
性
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
を
踏
ま
え
た
小
教
区
の
あ

り
方
を
、
特
に
常
住
司
祭
不
在
で
い
か

に
宣
教
拠
点
と
し
て
続
け
て
い
け
る
か

を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

② 

現
在
の
中
心
的
活
動
層
の
方
々
だ
け
で

は
な
く
、「
今
後
期
待
さ
れ
る
層
」
の
方
々

も
交
え
て
ご
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

以
上

（
次
回
委
員
会
5
月
8
日
）

－ ４ －

委
員
会
だ
よ
り

（
文
中
敬
称
略
）


